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１．メモ資料
　林鶴一の教科書関係蔵書のリストは板垣芳雄（［1］）、萬伸介・森岡正臣（［4］、［5］、［6］）および萬伸介（［7］）
によって公表されている。この蔵書は宮城教育大学附属図書館で図書登録に向けての準備が成されているところで
ある。これらの書籍には多数のメモ等（手紙、はがき、計算下書き）が挿入されていた。メモ資料等が挿入されて
いたのは77点の書籍であり、資料の総計は108点である。一つの書籍に複数の資料が挿入されており、ある資料は
紙片１枚のものから複数枚のものまである。林自身が問題の解答をメモしたものや林の著書についての質問が書か
れた手紙などがあり、当時の教員・生徒等の方が数学を勉強しようという強い意欲が感じられる資料である。ただ
し、林による返信は残っていないのが残念なところである。一部の資料の内容（「中等教育算術教科書」と数学叢
書３「不等式」に関わる質問と訂正について）を紹介することにした。メモ資料のリストは【資料】として本報告
の最後に示すことにする（番号は「林文庫邦書目録　原稿」に記載されていた番号であり、［1］、［4］～［7］におい
て共通に用いている番号である）。
２．柿崎豊治からの手紙
⑴　 柿崎豊治からの手紙（その一）  ［１『中等教育算術教科書』］
　　 拝啓時下漸ク好適ノ候先生ニハ益々御健勝ノ段慶賀
奉リ候陳者小生儀未ダ拝顔ヲ得申サズ候ヘ共當校教
授用ノ御著書算術教科書中疑問ノ箇所有之候ニ付キ不文
ヲモ不顧御示教ヲ仰キ度ク候條何卒御手数ナガラ御回
答被成下度願上候
　　　　算術教科書　問題第（＃）四．  第（＃）37頁　（８）
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On the list of inserts in books collected by HAYASHI Tsuruichi
YOROZU Shinsuke
要　旨
　林鶴一の教科書関係蔵書には手紙、はがき、計算下書き等のメモ資料が挿入されていた書籍が77点あり、それら
のメモ資料の総数は108点を数える。本報告では、それら資料の内から、当時の教員・生徒の数学に対する強い意
欲が感じられると思われる数点の内容を紹介する。さらに、これらメモ資料の一覧を表として紹介する。
　　　　　　　　　キーワード :  林鶴一、教科書関係蔵書
＊ 数学教育講座
　　　　民法云々中ノ起算日トハ其ノ日ナルカ或ハ其ノ翌日ナルカ．
　　小生ハ特例ハ別トシテ教科書ノ問題ニ於テハ起算日ヲ其ノ
　　日ノ翌日トシテ即チ次ノ如ク物語リ候
　　⑴　大正三年六月二日ヨリ六十日間．
　　解 ．三日ヨリ起算シテ大正三年八月一日ヲ以テ満了ス．
　　⑵　大正四年三月三十一日ヨリ四ヶ月間．
　　解 ．四月一日ヨリ起算シテ四ヶ月後ナル八月一日ノ前日即チ大正
　　　　四年七月三十一日ヲ以テ満了ス．
　　⑶　大正四年四月一日ヨリ四ヶ年間．
　　解 ．四月二日ヨリ起算シテ四年後ナル四月二日ノ前日即チ大正八
　　　　年四月一日ヲ以テ満了ス．
　　⑷ 　今日（大正四年五月十一日火曜日，　教授當日）ヨリ六週間及ビ
　　　　二年三ヶ月十五日間．
　　解 ．水曜日（十二日）ヨリ起算シテ六週間後ナル水曜日ノ前日火曜日
　　　　即チ大正四年六月二十二日，　又二年三ヶ月十五日間ノ方ハ十二
　　　　日ヨリ起算スルニヨリ丁度加法ニヨリ
　　　　　　　 ４年５月11日＋２年３月15日＝６年８月26日　
　　　 　即チ大正六年八月二十六日ヲ以テ満了ス．
以上ノ如ク起算日ヲ其ノ翌日トシテ計算スレバ其ノ算法ハ一様ニシテ
唯期間ヲ加減スルコトニヨリ答ヲ得ルコト，　次ノ（９）ニ於テモ然ル
コト及ビ別ニ特例ヲモ教授仕リ候
然ルニ當校教諭間ニ民法文面ノ疑問起リ未ダニ確定セザル
モノト小生ニ思ハレ候
千本先生ノ算術教科書ノ例ノ中ニハ小生ノ意見ト異リ，　起算日ヲ
其ノ日（周，月，年ノ計算法ニ於テ）トス，　例ヘバ大正四年三月十五日ヨリ
三ヶ月間ト云ヒバ，十五日ヨリ起算シテ大正四年六月十四日ヲ以テ
満了スト有之候　仍ヲ次ノ文面ニ於テ疑問生ジ候
　　　（イ）大正三年六月二日ヨリ六十日間，　
　　　（ロ）大正四年三月三十一日ヨリ四ヶ月間，
　　　（ハ）今日ヨリ六週間及ビ二年三ヶ月十五日間，
　　　 以上ノ起算日トハ（イ）六月二日ナルカ或ハ六月三日ナルカ，（ロ）三月
三十一日ナルカ或ハ四月一日ナルカ，（ハ）今日ナルカ或ハ明日ナルカ，
別紙認メ候ハ帝国実業學会発行富岡康郎氏著言文一致
　　　 民法正義ノ文面ニテ，之レニ依レバ小生ノ先キニ教授セレモノヽ
正シカルベク思ハレ候ガ如何ニ候哉御示授被成下度候尚
教科書ノ（８）ノ答ハ如何相成リ候哉是又伺上候右突然
ナガラ御願申上候　恐懼謹言
　　　　　　大正四年五月二十四日　　燈火ニテ
　　　　　　　　　　　　　　　會津中學校　　柿　崎　豊　治
　　　林　　先　生
（注：１）欄外に
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　（イ），（ロ），（ハ）ノ文面中ノ［ヨリ］トハ如何ナル意味（計算スルニ就キテ）有之候（＊）哉
と記されている。（＊）が右肩に付いている「候」は原文では「候の略字」が書かれていた（宮城教育大学国語教
育講座の渡辺善雄教授の御教授による）。また、文中右肩に（＃）を付けた「第」は略字体で書かれていた。
手紙本文は１枚で、そのコピーは以下のものである。
そして文中に記述されている別紙は
　　富岡康郎著　帝国実業學会発行
　　言文一致　民法正義　（二七一頁　ヨリ）
と題目が書かれ、
　　　　　　　第百四十條の條文とその説明
　　　　　　　第百四十一條の條文とその説明
　　　　　　　第百四十三條の條文とその説明
が手書きされたもの２枚（２枚目は四行ほどである）である。
（２）柿崎豊治からの手紙（その二）  ［376『不等式』］
　　　 謹啓．昨年ノ今頃小生事會津中学校在職中算術教科書中ノ
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（柿崎豊治の手紙―１）
疑問点（期間ノ計算）ニツキ御教示ニ預リ有難存ジ奉リ候今春
志ヲ決シ職ヲ去リ勉學ノタメ上京仕リ候．偖テ數學叢書不等式
（四十一年二月再版）P. 92 ⅱ　x < 1　ナル場合ノ證明中誤謬ナ
ラント存ズル所有之, 友人ノ勧メニヨリ, 御一報申上度下ノ如ク認
メ候．
　　　　　　　　　　 　　qx q ＞ x p-1＋ x p-2＋…＋ x q ＞ rx p-1　　
　　　及ビ　　　　　　qrx q-1＜ x q-1＋ x q-2＋…＋1＜ q　
　　　故ニ　　qrx q － rqx q-1＞ q（x p-1＋ x p-2＋…＋ x q）－ r（x q-1＋ x q-2＋…＋1）
 ＞ qrx p-1－ qr　
　然ルニ　　　　　　　　　qrx q － rqx q-1＝ rqx q-1（x －1）＜0　　　　　　　　　　　
　故ニ　　｜qrx q － rqx q-1｜＜｜q（x p-1＋ x p-2＋…＋ x q）－r（x q-1＋ x q-2＋…＋1）｜
＜｜qrx p-1－ qr｜
??
　　　仍テ　（x－1）｛qrx q－rqx q-1｝＜（x－1）｛q（x p-1＋x p-2＋…＋x q）－r（x q-1＋x q-2＋…＋1）｝
 ＜（x－1）｛qrx q-1－ qr｝
　　　故ニ　（x－1）｛qrx q-1－ qr｝＞0　ナレバトテ⑵［書中ニアリ］ガ眞ナリトハ云ハレズ，
　　　此ノ点ガ誤リナルベシト存ジ候．此ノ場合モ亦 x ＞1  ナル場合ノ如ク，
　　　⑵ガ眞ナルタメニハ　（x－1）｛qrx q － rqx q-1｝＞0　ナレバ可ナリ云々ヲ
　　　用フベキコトヽ存ジ候之ハChrystalノ飜刻書PartⅡノp. 43
　　　ニモ同様ノ誤謬ヲ認メ候．
　　　次ギニ又不等式 p. 69　ab'－a'b＝0　ナルトキ（＄）云々ニ於テ，k　ハ但書ニ
　　　ヨリ正ナルコト明カナリ．故ニ　－k　ハ正ナルトキ（＄）云々数行ハ無効ナルベク．
　　　此ノ頁ノ最后ノ　－∞＜ x ＜＋∞　ノ下ニハ　a'x＋c' ＜ y ＜ ax－c　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　b'　   　　     　b　   　
　　　ト置くクベキコトヽ存ジ候　如何ニトナレバ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          c'     　               c'             　
　　　　　　　　ax－c  －  a'x＋c'  ＝  ax－c  －  
ax－－k  ＝ 
－c＋－k   ＞ 0 　
　　　　　　 　       b      　　     b'                     b                     b                        b           　　　　　
　　　ナル故ニ御座候
　　　以上御閑暇ノ折御教示被成下度願上候　　　　　　　　　　　　　敬白
　　　　　　　五月二十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　柿崎豊治
　　　林　鶴一　先生
（注：２）（＄）が右肩に付いている「トキ」は原文では片仮名の合略仮名で表記されている。
手紙本文のコピーは以下のものである。
　この手紙により、前述の手紙（１）に対して林が返事を送っていたことが確認される。もちろん、どのような内
容であったかは不明であるが、「御教示ニ預リ有難存ジ奉リ候」とあることから、柿崎にとっては満足する内容の
ものであったろうと推察できる。
　69頁及び92頁の誤謬の指摘に対して、林はこの手紙が挿入されていた「376『不等式』」（これは明治四十一年の
再版ではなく、明治四十三年の四版である）の対応する頁に訂正を朱書きしている。
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（柿崎豊治の手紙―２）
　69頁の下半分に訂正を朱書きした紙を貼っている。そして、「377『不等式』」（大正十五年七月発行の訂正七版）
の69頁は以下のように訂正されている。
　さらに、92頁については
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（69頁の部分）
（訂正後の69頁の部分）
と朱書きし、「377『不等式』」（大正十五年七月発行の訂正七版）の92頁は以下のように訂正されている。
　「不等式」の五版、六版は手元に無いので、これらの訂正がどの版から成されたかは不明である。しかしながら、
「朱書き」の部分と「七版」の対応する部分を比較すると、林は柿崎の指摘を受け入れて訂正を行ったことは明ら
かである。
　柿崎が指摘した92頁の証明は90頁で示されている「17．定理」の証明である。この定理は次のように記述されて
いる。
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（92頁の部分）
（訂正後の92頁の部分）
　　17．定理 x，p，q ガ皆　正ノ數ニシテ且 p ト q トガ整數ニシテ x ≠1 ナルトキハ
　　　　　 p ＞＜ q 　　　　
ナルニ従ヒテ
　　　　　x
p－1　＞＜
　x q－1　
　　　　        p      　　      q     　
証明は Ⅰ p ＞ q　のとき　x
p－1
 － 
x q－1　 ＞ 0 、 Ⅱ p ＜ q　のとき　
x p－1
 － 
x q－1　 ＜ 0 となる
　　　　　　　　　　　　   
      p      　        q    　　　　　　　　　　　　　           p      　       q     　
ことを示せばよいと述べている。そして、
 Ⅰ のときに不等式を示すためには
　　　　　　　　
x p-1＋ x p-2＋…＋1
　　　　　　　
x q-1＋ x q-2＋…＋1
　　　　　　　　
　　　
（x－1）｛  　　　　　　　　　　  ｝－（x－1）｛  　　　　　　　　　　  ｝＞ 0　
　
　　　　　　　    　　　　 p  　　　　　　　　　　　  　　　　 q　　　　　　
したがって、  p 及び q は共に正であるから
　　　（x－1）｛q（x p-1＋ x p-2＋…＋1）－p（x q-1＋ x q-2＋…＋1）｝＞0
を示せばよいと述べている。 p ＝ q ＋ r  を満たす正の整数 r が存在するので、
　　　（x－1）｛q（x p-1＋ x p-2＋…＋ x q）－r（x q-1＋ x q-2＋…＋1）｝＞0
を示せばよいことになる。そして、 ⅰ x ＞１の場合、 ⅱ x ＜１ の場合に分けて上の不等式を証明している。
証明で用いられている式変形、考え方は現在の高等学校第二学年で十分に理解できるものであると思われ、不等式
の証明問題として授業で紹介が可能である。柿崎はこの ⅱ の中に誤謬を見つけたのである。 Ⅱ は Ⅰ における
 p と q の立場を入れ替えることで示されると記述している。
 （ 注：３）手紙で述べている「Chrystalの翻刻書」は明治後期に高等学校、高等師範学校等で使用されたイギリス
の数学者G. Chrystal（1851－1911）の代数学の教科書であろう。日本の数学100年史上（［３］）、第３章明治後
期には次のような記述がある。
　 　「また参考書は、高等学校の場合と同じように、トドハンター、ウィリアムソン、ギブソン、エドワーズ、グ
リーンヒルたちの微積分学、クリスタルの代数、ヒックスの力学、さらに、…」（ｐ .157）、「明治後期は、欧米
の教育用数学書の翻刻が最も盛んだった時期で、高等学校の数学教科書などは、ほとんどこうした翻刻書であっ
た。トドハンターの本も引続き用いられたが、Ch. スミスのものがふえ、またG.H.パックル、W.S. アルディス、
G.クリスタルなどの本もよく用いられた。」（p. 206）
－68－
宮城教育大学紀要　第46巻　2011
　 　小倉金之助「数学教育史」（［２］）にもクリスタルに関する記述が二カ所ほどある。また、Hardy, Littlewood, 
Pólya；“Inequalities”， Cambridge Univ. Press の文献目録欄に「G. Chrystal, Algebra Ⅱ（2nded. London, 
1900）」とある。
 （ 注：４）柿崎は大正６年春に旧制会津中学校の教師の職を辞して上京したが、その後の消息は現時点では不明で
ある。
４．淡中濟からの訂正メモ
　「淡中濟君　不等式ニ関スル質問」と書かれた用紙２枚（１枚目は表裏両面に箇条書きされ、２枚目は箇条書き
が数行である）が「375『不等式』」に挿入されていた。１枚目の表裏のコピーは次のものである。
　数学叢書３「不等式」の93頁から173頁（最期の頁）について、約70項目について訂正、質問、意見などが書き
込まれている。これを受けて「375　不等式」に朱書きされ、大正十五年発行の第七版「377『不等式』」で訂正さ
れている。
　145頁の（14）について「（14）ハ容易ニ過ル感アリ」、159頁の（37）について「（37）ハ18頁17ト同問題」、173
頁の（16）について「（16）ハ１ニ等シキ時モアラザルカ」などの記述があり、大変丁寧にチェックしていること
がわかる。しかしながら、淡中のメモで指摘されながら訂正されていない部分もある。
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（淡中濟の質問の１枚目）
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（淡中濟の質問の１枚目の最初の部分）
（朱書きされた106頁と107頁）
133頁については三項目について指摘がなされている。その三番目は
　　（５）以下　自ラ解スル能ハス　ヤットクリスタルニテ解シタリ　サレド
　　クリスタルノ■ハ世ニ普及セリトモ云フベカラザラン　依テ改版ニハ説明
　　ヲ附加セラレテリ
と記述されている。「クリスタル」とは（注：３）で述べたG. Chrystal のことである。「■」は判読不能な文字で
あることを示している。
 （ 注：５）淡中濟は旧制松山中学校の数学教員を勤め、初等数学叢書１「算術　整数及小数」（441：大正２年発行、
442：大正14年発行）の著者でもある。
５．中学三年生からの手紙
　「不等式」の計算に関して、「沖縄第一中学校三年生　賀数清次」と署名された林鶴一宛ての手紙（用紙１枚）
が「376『不等式』」に挿入されていた。そのコピーを上下半分にして左右に並べたのが下のものである。
手紙は、
　　　　拝啓
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（淡中濟の質問の１枚目の最初の部分）
（賀数清次の手紙）
　　　先生　其の後も相変らず御元気で御勉強なされて居
　　　　られますか　　私も元気で勉強して居りますから御休心下さい
　　　先生実は今日　　　　数學叢書（第の略字）三編　不等式
　　　（刈屋他人次郎先生　共著）中に質問が出ましたから
　　　御指導を御願ひ致します
と書き出されている。質問は「ａ＞ｂ，ｃ＜ｄナラバａ ‒ｃ＞ｂ ‒ｄナリ」のところで「ｃ＞ｄ」と読み違えて不
等式が成立しないのではないか、というものである。手紙には「＞」の所を朱書きで「＜」と訂正している。この
訂正は林によって成されたものであろう。林がどのような返事をしたのかは不明であるが、臆することなく、自分
の考えを手紙にしたためた心根はすばらしく、数学を一生懸命勉強している姿が想像される手紙である。
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［３］「日本の数学100年史」編集委員会；日本の数学100年史、上、岩波書店、1983年。
［４］萬伸介・森岡正臣；「林文庫邦書目録原稿」―その１―、日本数学教育史学会、数学教育史研究　第１号、2001、35－40．
［５］萬伸介・森岡正臣；「林文庫邦書目録原稿」―その２―、日本数学教育史学会、数学教育史研究　第２号、2002、37－40，
［６］萬伸介・森岡正臣；「林文庫邦書目録原稿」―その３―、日本数学教育史学会、数学教育史研究　第３号、2003、36－41，
［７］萬伸介；「林文庫邦書目録　原稿」（修正版）、科学研究費補助金報告書資料（研究代表者　萬伸介、課題番号19500717）、2008年。
 （平成23年９月30日受理）
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林鶴一蔵書の書籍に挿入されていたメモ資料
【資料】「林文庫邦書目録　原稿」に記載されている書籍に挿入されていたメモ等について（その１）
番号 書　　　名／編・著者 挿入されていたメモ資料
  1 中等教育算術教科書
／林鶴一
・大正四年五月二十四日付
　会津中学校　柿崎豊治　より 林鶴一　宛
　教科書中の疑問点への問い合わせメモ（横書き、２枚）
  4 中等教育算術教科書
／林鶴一
・大正６年２月10日付
　東京市　長岡玄次郎　より　林鶴一　宛のはがき１葉
・大正６年７月31日付
　高知県高岡郡　森田則高　より　林鶴一　宛のはがき１葉
 35 中等教育代数学教科書下
／林鶴一
・「代数下巻ｐ58－59」鉛筆書きメモ（用紙１枚）
 59 新撰代数学教科書下
／林鶴一
・「三年第二学期ニ学ビシ数学」毛筆（一部鉛筆書）メモ（用紙１枚）
 67 中等教育代数学教科書下巻
／林鶴一
・三月十七日付
　「舌代」、沢　より　林鶴一　宛の毛筆受領書（沢　拝生、林先生）
 78 中等教育幾何学教科書平面の部
／林鶴一
・鉛筆書きの計算メモ、15枚
 93 新撰幾何学教科書平面の部
／林鶴一
・「問題」鉛筆書きメモ
　甲組　鈴木一鹿　より問われた問題（用紙１枚）
 97 新撰幾何学教科書平面の部
／林鶴一
・明治43年８月29日付
　長野市　永廣繁松　より　林鶴一　宛の封書1通
104 新撰幾何学教科書平面の部
／林鶴一
・明治4＊年６月27日付
　東京小石川区　西野寅吉　宛はがき１葉
　（「林平面幾何修正用」と表に朱書き）
・「林幾何修正要点」毛筆（用紙２枚綴じ）
・開成館原稿用紙「第三章　歩合算、単利法」８枚綴り
・開成館原稿用紙「測量術大意」11枚綴り
113 新撰幾何学教科書立体の部
／林鶴一
・「甲組」問題文メモ　１通
・「甲組　富永貫一」問題文メモ　１通
・「乙組　T. Tak」問題文メモ　２通
129 中等教育平面三角法教科書
／林鶴一
 ・  EDINBURGH MATHEMATICAL SOCIETYの1924年12月開催のThe Second 
Ordinary Meetingの開催通知書
137 新撰平面三角法教科書
／林鶴一
・「三角」問題文メモ（二つ折用紙１枚）
142 新撰平面三角法教科書
／林鶴一
・東京師範学校付属中学校　試験問題解答用紙（未記入）１枚
143 新撰平面三角法教科書
／林鶴一
・問題文メモ10枚
・計算メモ４枚
・「三角法教材」（三角法雑題講義）20頁
　明治大学講師　宮本藤吉　編
194 新制平面幾何教科書
／林鶴一
・「研究題目『数学科　事実問題の解決の指導について』」
　ガリ版刷、Ｂ４（二段組み、Ｂ５、４頁）２枚
204 新式実用算術教科書
／林鶴一
・３．12．17付
　東京小石川区　開成館　より　林鶴一　宛はがき１葉
・二月十五日付
　高橋居治郎　より　林鶴一　宛メモ１枚
216 新式実用幾何学教科書
／林鶴一
・五月一日付
　三重県立鳥羽商船学校　佐々木猪之松　より　林鶴一　宛
　教科書の内容についての問い合わせの手紙
226 統合数学教科書　
　新撰平面三角法教科書
／林鶴一
・問題文メモ２枚
284 新撰幾何学教科書
　教授資料平面の部
／林鶴一
・問題解答メモ１枚
292 新撰平面三角法教科書問題解式
／林鶴一
・問題文メモ１枚
343 算術教科書上
／林鶴一
・問題解答メモ１枚
353 初等平面三角法教科書
／林鶴一
・カバー表紙１枚
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番号 書　　　名／編・著者 挿入されていたメモ資料
369 初等幾何学作図不能問題
／林鶴一
・「有スベキハ…」の文が印刷された薄い紙１枚
370 初等幾何学作図不能問題
／林鶴一
・＊＊．７．９付
　東京都神田区　岩波書店科学編集部　より
　窪田忠彦　宛の封書（在中なし）
・＊＊．７．＊付
　仙台市　酒井書店出張所　より　窪田忠彦　宛　封書（在中あり）
371 初等幾何学作図不能問題
／林鶴一
・問題解答メモ１枚
372 不等式
／林鶴一、刈屋他人次郎
・記述内容についての問い合わせ（毛筆、両横端がちぎれている）
375 不等式
／林鶴一、刈屋他人次郎
・「淡中＊君　不等式ニ関スル質問」
　（用紙１枚の裏表と用紙１枚の表、２枚綴り）　
376 不等式
／林鶴一、刈屋他人次郎
・沖縄第一中学校三年生　賀数清次　より　林鶴一　宛の質問
　（用紙１枚の表)
・五月二十二日付
　柿崎豊治　より　林鶴一　宛　の質問（用紙２枚）
 ・  Amer. Math. Monthly 1910年掲載のArnold Dresden の論文、手書き書き写し
（用紙４枚）
379 初等幾何学軌跡問題
／林鶴一
・「初等幾何学軌跡問題ノ誤ヲ訂正ス」（用紙３頁）
380 初等幾何学軌跡問題
／林鶴一
・「訂正用」と書かれた紙１枚
383 初等幾何学軌跡問題
／林鶴一
・「澤山勇三郎案」の証明
　毛筆横書き（用紙１枚目に証明、２枚目に図）
・「『フォイエルバッハ』ノ定理ノ別証第二　澤山勇三郎　案」
　毛筆縦書き（横真中で折る、５枚綴り）
・「第204頁（32）ノ二行Ｐハ…」の毛筆による訂正の小片１枚
・訂正（鉛筆書き）の小片１枚
384 初等幾何学軌跡問題
／林鶴一
・「横須賀郵便局　前田正治筆」の質問
（用紙１枚、裏表）
・「幾何質問」（用紙１枚）
・解答（用紙縦二つ折、鉛筆書き）
387 方程式第二
／林鶴一、國枝元治
問題解答　２枚
388 方程式第二
／林鶴一、國枝元治
・11．２．25付　封書
　兵庫県加東郡　河合茂雄　より
　東京日本橋区　大倉書店方　國枝元治　宛（在中あり、毛筆）
391 公算論
／林鶴一、刈屋他人次郎
・図書カード１枚
・頁数を書いた用紙１枚
395 公算論
／林鶴一、刈屋他人次郎
・計算メモ（東北帝国大学の便箋）１枚
・T. Hayashi 宛の外国郵便（在中）
396 公算論
／林鶴一、刈屋他人次郎
・大倉書店発行数学叢書重版及近刊の案内１枚
397 公算論
／林鶴一、刈屋他人次郎
・大倉書店発行数学叢書重版及近刊の案内１枚
398 公算論
／林鶴一、刈屋他人次郎
・第十五回総会二於ケル公演（169－172）
　「確率論ニ於ケル大数法則ト少数法則　理学博士　渡邊孫一郎　」の一部分
・Amer. Math. Monthly, XL,1933,no.8,p.502の記事の手書写し
・Stirlingの公式のメモ１枚
399 公算論
／林鶴一、刈屋他人次郎
・1927．７．19　ジュネーブのスタンプ
　林鶴一　宛　ポストカード　１葉　
・1927年ロンドンのスタンプ
　林鶴一　宛　PROBSTHAIN & CO. のポストカード１葉
・「東京市世田谷町　藤本糾」の名刺１枚
 ・ 「CHAPMAN & HALL’S ANNOUNCEMENTS FOR THE AUTUMN 1927」
の表紙１枚
・計算メモ１枚
400 微積分学の基礎
（ジョルダン解析教程の訳）
／林鶴一
・正誤表２枚
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番号 書　　　名／編・著者 挿入されていたメモ資料
403 初等幾何学極大極小問題
／林鶴一
・43．７．９付　東京市牛込区　林鶴一　宛　はがき１葉
404 初等幾何学極大極小問題
／林鶴一
・３．３．16付　福井県大野郡　上味見小学校
　杉原三太郎　より仙台市　林鶴一　宛封書１通
　（147頁の第三の精解を見てほしい旨の書状　在中）
・ペン書き解答１枚
　「福井県大野郡　上味見小学校　杉原三太郎氏解　」の朱書き
・「柳原吉次」署名のメモ１枚
・正誤表（３枚６頁綴じ）
405 方程式応用問題
/林鶴一、國枝元治
・43．９．10付　國枝元治　より市内の　林鶴一　宛　はがき１葉
・正誤表（２枚綴り）
407 算術四則問題第一
／林鶴一
・「佐賀県立佐賀高等女学校長　住友縫之助」の名刺１枚
　（裏面にペン書きの文あり）
470 代数学　因数分解
／津村定一
・Mathematical Association of Americaへのポストカード１葉
（未記入）
530 新撰幾何学
／林鶴一
・1905．４　TORINO 消印ポストカード
　東京師範学校　林鶴一　宛
・「百科全書新撰幾何学二百十二ページ」と書かれた
　紙片１枚、「片山　　　　大竹君」と最後に記入
533 明治高等予備講義録第一号 ・明治大学出版部　謝告（赤色の薄い紙１枚）
・明治大学出版部　稟告（赤色の薄い紙１枚）
580 代数問題選集
／高橋丑次、白井朝治
・「成績考査平均早見表」１枚
585 青年会用　新算術
／中村慶次郎
・「敬呈」と毛筆で書かれた紙片１枚
・正誤表（小さな薄い紙）１片
591 低学年算術新教法案
／鈴木筆太郎
・「数理を形で悟らしめる　実物計算版」１枚
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【資料】「林文庫邦書目録　原稿」に記載されている書籍に挿入されていたメモ等について（その２）
番号 書　　　名／編・著者 挿入されていたメモ資料
17 訂正数理釈義（クリホード原著）
／菊池大麓
「１．40」と朱書きされた小片１枚
20 代数教科書巻一
／田中矢徳
「小学唱歌集二 」と書かれた小片１枚
26 初等代数学３
／野口保興
「服部喜平」と毛筆書きの名刺版１枚
32 理論及び応用　算術中等教科書二
／長澤亀之助
「静岡県　森本隆次」の名刺版１枚
（裏面には月～土の教科の時間割表）
64 初等代数学　教師用兼生徒用
／田中矢徳
「質問答義　質義者　越後國西頸城郡　市瀬三平」の紙片１枚
（表四十五頁、裏四十六頁）
66 普通教育中代数学
／上野清
「勅題　扶桑拾葉集」の予約広告１枚
88 尋常小学筆算教科書教師用一
／竹貫登代多
共益商社書店の修身の参考書の宣伝紙片１枚
90 尋常小学筆算教科書教師用三
／竹貫登代多
共益商社書店の修身の参考書の宣伝紙片１枚
106 スミス氏中等教育普通算術書上
／福島綱雄、井田継衛
「算術書枝折紙」紙片１枚
121 初等幾何学教科書平面幾何学
／菊池大麓
書籍案内の紙片
131 代数学教科書四（チャールス　スミス著）
／藤原利喜太郎、飯島正之助
十一月十九日付　高等師範学校　より本郷区の　林鶴一　宛
はがき１葉
166 尋常小学珠算教科書教師用一
／竹貫登代多
静岡師範学校便せんに「……第壱類講習生　松山茂三郎
右の者本校」と書かれた用紙に鉛筆で計算式が書かれている
230 独逸新読本（独文） 図書カード１枚
240 数学要義
／荒川乙吉
丸善の製品宣伝紙（新聞紙大）１枚
250 平面三角法教科書
／遠藤又蔵
「Ａ組」と書かれた問題２問の紙片１枚
343 解法適用数学辞典
／長澤亀之助
図書カード１枚
452 高等数学
／宮田逸二郎
図書カード１枚
492 中等教育新平面三角法
／寺尾壽、藤野了祐
ガクセイノメモ（冨山房　製）二つ折１枚
493 中等教育数学教科書平面幾何学
／國枝元治
計算メモ、小用紙９枚
494 中等教育数学教科書代数学下
／國枝元治
計算メモ、小用紙７枚
546 勤倹の基調として見たる我国の経済
／古市由蔵
「善通寺高等女学校一覧　大正十四年五月一日調」１枚
（古市由蔵は創立者兼校長）
579 方程式論
／園正造
図書カード１枚
586 稿本無盡に関する研究
／池田龍蔵
「新著『無盡学』の内容第二案　池田龍蔵　著」大きな紙１枚
595 実用数学　乙
／島根県教育会
７．６．３消印封書
島根県能義郡　大森有吉　より仙台市東北帝国大学理学部　林鶴一　宛
（在中あり）
645 数学問題分類集
／松原毎吉
９．９．11付、林鶴一　宛はがき１葉
650 天地理談
／村岡典嗣
東京市神田区　岡書院　行　はがき１葉
（未記入）
